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骨
粗
鬆
症
対
策
の
強
化
は
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命

の
延
伸
と
医
療
・
介
護
費
の
抑
制
と
い
う
二
つ
の
社

会
的
課
題
を
同
時
に
解
決
し
得
る
、
極
め
て
費
用
対

効
果
の
高
い
政
策
領
域
で
す
。
国
の
制
度
的
支
援
が

着
実
に
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
こ
そ
、
保
険
者
が
主

導
的
役
割
を
果
た
し
、
地
域
の
現
場
で
具
体
的
な
行

動
を
起
こ
す
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
第
一
に
、
検
診
受
診
率
の
底
上
げ
に
加
え
て
、

K
D
B
な
ど
の
保
険
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
ハ
イ
リ
ス
ク

未
治
療
者
を
科
学
的
に
抽
出
し
、
早
期
診
断
・
介
入

へ
と
つ
な
げ
る
仕
組
み
を
確
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
治
療
継
続
の
フ
ォ
ロ
ー
と
地
域
全

体
で
の
骨
折
予
防
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と
い
う
多
角

的
な
取
り
組
み
に
よ
り
骨
折
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
兵
庫
県
が
「
骨
折
多
発
県
」
か

ら
脱
却
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
デ
ー
タ
で

検
証
し
、
成
果
を
見
え
る
化
し
な
が
ら
改
善
サ
イ
ク

ル
を
回
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

高
ま
る
骨
粗
鬆
症
対
策
の

重
要
性
と
多
角
的
支
援
の

必
要
性

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
骨
折
が

健
康
寿
命
を
脅
か
し
、
要
介
護
状
態
を
招
く
重
大
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
国
の
健
康
づ
く
り

施
策
で
も
骨
粗
鬆
症
対
策
が
重
視
さ
れ
始
め
、
各
保
険

者
に
お
い
て
も
対
策
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在

の
検
診
受
診
率
や
治
療
率
の
低
さ
を
踏
ま
え
、
骨
粗
鬆

症
対
策
の
重
要
性
と
包
括
的
な
支
援
策
の
必
要
性
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
は
加
齢
に
伴
う
疾
患
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
発
症
や
進
行
に
は
生
活
習
慣
が
大
き
く
関
与
す
る

こ
と
か
ら
、
W
H
O
お
よ
び
生
活
習
慣
病
予
防
協
会
で

は
「
生
活
習
慣
病
」
の一つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
実
際
、
食
事
や
運
動
と
い
っ
た
日
々
の
生
活
習
慣

に
よ
っ
て
若
年
期
の
最
大
骨
量
（
ピ
ー
ク
骨
量
）
が
左
右

さ
れ
、
ピ
ー
ク
時
の
骨
量
が
高
い
ほ
ど
中
高
年
以
降
の

骨
粗
鬆
症
発
症
リ
ス
ク
は
低
減
し
ま
す
。一方
で
、
骨
粗

鬆
症
は
高
血
圧
や
糖
尿
病
と
同
様
に
自
覚
症
状
な
く
進

行
し
、
骨
折
と
い
う
形
で
突
然
臨
床
問
題
化
す
る
「
サ

イ
レ
ン
ト
・
デ
ィ
ジ
ー
ズ
（
静
か
な
病
）」
で
す
。
こ
の

た
め
早
期
発
見
・一
次
予
防
の
重
要
性
は
他
の
生
活
習

慣
病
以
上
に
高
く
、
ハ
イ
リ
ス
ク
者
へ
の
確
実
な
骨
密
度

検
診
の
提
供
や
生
活
習
慣
の
見
直
し
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

ま
た
要
介
護
の
主
因
の一つ
で
あ
る
骨
折
を
防
ぐ
こ
と
は
、

高
齢
者
の
自
立
を
守
り
健
康
寿
命
を
延
ば
す
う
え
で
不

可
欠
で
す
。 

　

生
活
習
慣
病
と
し
て
骨
粗
鬆
症
を
捉
え
る
も
う一つ
の

理
由
は
、
糖
尿
病
や
慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）
な
ど
他

の
生
活
習
慣
病
と
の
密
接
な
関
連
で
す
。
糖
尿
病
や

C
K
D
を
持
つ
患
者
で
は
骨
代
謝
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

現
象
（
例
え
ば
糖
尿
病
で
あ
れ
ば
慢
性
的
な
酸
化
ス
ト

レ
ス
亢
進
や
骨
質
の
低
下
）
が
起
こ
り
、
骨
密
度
以
上

に
骨
質
が
劣
化
し
て
骨
が
脆
く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
の
2
型
糖

尿
病
や
ス
テ
ー
ジ
G
3
以
上
の
C
K
D
は
骨
粗
鬆
症
を

招
く
代
表
的
な
原
因
疾
患
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
骨
粗
鬆
症
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
こ
う
し
た
「
生

活
習
慣
病
関
連
骨
粗
鬆
症
」
の
存
在
が
強
調
さ
れ
て
い

ま
す
（
1
）。
生
活
習
慣
病
に
起
因
す
る
骨
粗
鬆
症
で

は
骨
密
度
に
比
し
て
骨
折
リ
ス
ク
が
高
い
骨
質
劣
化
型

が
多
く
み
ら
れ
る
た
め
、
既
往
骨
折
の
有
無
や
脆
弱
性

骨
折
の
リ
ス
ク
に
応
じ
た
予
防
介
入
が
特
に
重
要
で
す
。

「
骨
粗
鬆
症
の
予
防
と
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
2
0
1
5
年

版
」
で
は
、
脆
弱
性
骨
折
歴
が
あ
る
場
合
は
骨
密
度
値

に
か
か
わ
ら
ず
骨
粗
鬆
症
と
診
断
し
治
療
介
入
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
骨
折
が
な
く
と
も
若
年
成
人
平
均

（
Y
A
M
）
の
80
％
未
満
に
骨
密
度
が
低
下
し
て
い
れ
ば

治
療
開
始
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
提
言
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
生
活
習
慣
や
疾
患
、
治
療
等
に
起
因
す
る
骨
密
度
・

骨
質
低
下
を
見
逃
さ
ず
、「
折
れ
る
前
」
の
ハ
イ
リ
ス
ク

段
階
か
ら
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
の
意
義
を
示
す
も

の
で
す
。

　
日
本
は
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
大

腿
骨
頚
部
骨
折
や
脊
椎
圧
迫
骨
折
と
い
っ
た
脆
弱
性
骨
折

が
急
増
し
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
骨
折
に
よ
り

寝
た
き
り
や
要
介
護
状
態
に
至
る
高
齢
者
も
多
く
、
健

康
寿
命
の
延
伸
を
妨
げ
る
要
因
の一つ
で
す
。
実
際
、
全

（
1
）山
内 

美
香
， 

杉
本 

利
嗣
，生
活
習
慣
病
と
骨
粗
鬆
症
， 

日
本
内
科
学
会
雑
誌
，2
0
1
5
，1
0
4（
11
）
：

2
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国
の
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
の
発
生
数
は
1
9
8
7
年
か

ら
年
々
増
加
し
、
直
近
の
2
0
1
7
年
に
は
約
19
万
3
千

人
と
1
9
8
7
年
の
3
・
6
倍
に
達
し
ま
し
た
。
骨
粗

鬆
症
患
者
は
全
国
で
約
1
，5
9
0
万
人
と
推
計
さ
れ
ま

す
（
2
）
が
、
自
覚
症
状
が
乏
し
く
気
づ
か
れ
に
く
い
た

め
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
。
兵
庫
県
下
で
も
骨
粗
鬆
症
と
診

断
さ
れ
た
患
者
の
う
ち
治
療
を
受
け
て
い
る
人
は
国
保
世

代
で
2
割
を
下
回
る
と
も
報
告
（
3
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
未
治
療
・
未
対
策
の
人
々
が
多
い
現
状
に
お
い

て
、
兵
庫
県
の
骨
折
発
生
の
頻
度
は
全
国
で
最
も
高
い
と

報
告
（
4
）
さ
れ
て
お
り
、「
骨
折
多
発
県
」
と
も
い
え

る
兵
庫
県
で
は
骨
折
予
防
の
取
り
組
み
を
抜
本
的
に
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
近
年
、
骨
粗
鬆
症
対
策
の
重
要
性
が
国
レ
ベ
ル
で
も
認

識
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
が
2
0
2
4
年
か

ら
開
始
し
た
健
康
づ
く
り
運
動
「
健
康
日
本
21
（
第
三

次
）」で
は
、新
た
に
骨
粗
鬆
症
が
重
点
項
目
に
加
え
ら
れ
、

骨
粗
鬆
症
検
診
の
受
診
率
向
上
が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
具
体
的
指
標
と
し
て
、
現
在
わ
ず
か
約
5
％

に
留
ま
っ
て
い
る
骨
粗
鬆
症
検
診
の
受
診
率
を
、

2
0
3
2
年
ま
で
に
15
％
へ
と
3
倍
に
引
き
上
げ
る
目
標

値
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
目
標
は
、
骨
粗
鬆
症
対
策

の
遅
れ
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
す
る
国
の
決
意
を
示
す

も
の
で
す
。
ま
た
、
骨
粗
鬆
症
検
診
の
普
及
促
進
は
「
女

性
の
健
康
」
の一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
毎
年
開
催

さ
れ
る
女
性
の
健
康
週
間
な
ど
を
通
じ
て
啓
発
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
兵
庫
県
は
国
保
世
代
か
ら
は
じ

め
る
骨
折
・
骨
粗
鬆
症
予
防
事
業
を
実
施
し
、
神
戸
大

学
（
著
者
の
所
属
す
る
研
究
室
）
に
よ
る
K
D
B
デ
ー
タ

分
析
や
モ
デ
ル
事
業
支
援
を
通
じ
て
、
自
治
体
の
骨
粗
鬆

症
予
防
と
二
次
骨
折
予
防
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
厚
労
省
の
先
進
的
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
選
ば
れ
る

な
ど
、
全
国
的
に
評
価
さ
れ
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
自
治

体
の
健
康
事
業
や
保
険
者
の
重
症
化
予
防
対
策
へ
の
さ
ら

な
る
展
開
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
各
保
険
者
（
医
療
保
険
者
）
が
策
定
す
る
第

3
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
2
0
2
4
〜
）
で
も
、
骨
粗

鬆
症
対
策
が
重
視
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
国
民
健

康
保
険
で
は
、
被
保
険
者
の
健
康
課
題
分
析
に
お
い
て
運

動
器
の
障
害
予
防
の
観
点
か
ら
骨
粗
鬆
症
に
注
目
し
、

骨
粗
鬆
症
検
診
の
実
施
や
治
療
中
断
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
新
規
事
業
に
組
み
込
む
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
も
、
各
県
の
保
健

事
業
実
施
計
画
に
骨
粗
鬆
症
対
策
を
追
加
し
、
高
齢
者

の
骨
折
予
防
に
向
け
た
取
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
国
か
ら
保
険
者
レ
ベ
ル
ま
で一貫
し
た
動
向
か
ら
、

骨
粗
鬆
症
対
策
へ
の
機
運
が
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　
骨
粗
鬆
症
は
「
サ
イ
レ
ン
ト
・
デ
ィ
ジ
ー
ズ
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
自
覚
症
状
が
乏
し
く
、
転
倒
や
軽
微
な
外

力
で
起
こ
る
骨
折
を
機
に
初
め
て
見
つ
か
る
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
を
契

機
に
要
介
護
状
態
へ
移
行
す
る
高
齢
者
は
多
く
、
介
護
・

医
療
費
の
急
増
や
生
活
の
質
（
Q
O
L
）
低
下
を
招
く

点
で
、 

超
高
齢
社
会
の
日
本
に
と
っ
て
看
過
で
き
な
い
課

題
で
す
。
し
た
が
っ
て
、一
次
予
防
か
ら
二
次
骨
折
予
防

（
再
骨
折
防
止
）
ま
で
、
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
仕
組
み

を
地
域
に
根
付
か
せ
る
こ
と
が
急
務
と
言
え
ま
す
。
以

下
で
は
、
そ
の
要
件
を
四
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
整
理
し
な
が

ら
述
べ
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、一次
予
防
、す
な
わ
ち
「
骨
を
弱
ら
せ
な
い
」

生
活
習
慣
づ
く
り
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
D
や
カ
ル
シ
ウ
ム
を

十
分
に
含
む
食
事
、
骨
や
筋
肉
に
適
度
な
刺
激
を
与
え

る
運
動
、
そ
し
て
住
環
境
の
整
備
を
通
じ
た
転
倒
予
防

が
基
本
的
な
柱
に
な
り
ま
す
。
栄
養
・
運
動
指
導
は
各

地
の
健
康
教
室
や
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連
動
さ

せ
、
体
験
型
で
継
続
し
や
す
い
仕
掛
け
に
す
る
こ
と
が
鍵

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
住
宅
の
段
差
解
消
や
手

す
り
設
置
な
ど
、
転
ば
な
い
環
境
整
備
を
行
政
支
援
と

結
び
付
け
る
と
効
果
的
で
す
。

　
2
つ
目
は
、
早
期
発
見
で
す
。
骨
密
度
の
低
下
は
加
齢

と
と
も
に
不
可
避
で
す
が
、
検
診
で
把
握
す
れ
ば
「
折
れ

る
前
」
に
対
応
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
現
在
、
骨
粗
鬆
症

検
診
の
受
診
率
は
全
国
平
均
で
5
％
程
度
と
低
迷
し
て
お

り
、
都
道
府
県
の
間
に
は
ゼ
ロ
に
近
い
地
域
か
ら
１
割
台

半
ば
ま
で
47
倍
も
の
開
き
が
あ
る
と
の
報
告
も
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
検
診
受
診
率
が
低
い
地
域
ほ
ど
大
腿
骨
骨
折

の
発
生
率
が
高
く
、
要
介
護
に
な
る
人
も
多
い
傾
向
が
明

ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
受
診
機
会
の
提
供
と
受
診
勧
奨
の

徹
底
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
3
つ
目
は
、
適
切
な
医
療
介
入
で
す
。
検
診
等
で
ハ
イ

リ
ス
ク
と
判
定
さ
れ
た
人
が
医
療
機
関
で
精
密
検
査
や
薬

物
療
法
を
受
け
る
ま
で
に
は
、
意
外
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
が

あ
り
ま
す
。
実
際
に
、
リ
ス
ク
が
高
い
状
態
に
あ
っ
て
も

検
査
・
治
療
に
結
び
つ
か
な
い
ケ
ー
ス
が
K
D
B
デ
ー
タ

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
骨

密
度
低
下
に
関
連
す
る
疾
患
や
薬
剤
は
多
岐
に
及
び
、
慢

性
疾
患
の
併
存
や
多
剤
投
与
が
絡
む
と
、
か
か
り
つ
け
医

が
骨
粗
鬆
症
リ
ス
ク
を
把
握
し
切
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
の
報
告
で
は
、
併
存
疾
患
や
投
薬

情
報
か
ら
骨
粗
鬆
症
ハ
イ
リ
ス
ク
を
予
測
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
（
5
）。
効
率
的
な
医

療
介
入
を
支
援
す
る
に
は
、
保
険
者
に
は
レ
セ
プ
ト
デ
ー

タ
等
か
ら
骨
密
度
低
下
や
骨
折
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
把
握

し
、
医
療
機
関
と
患
者
と
の
橋
渡
し
す
る
仕
組
み
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
4
つ
目
が
二
次
骨
折
予
防
、
つ
ま
り
「一
度
折
れ
た
ら

二
度
と
折
ら
せ
な
い
」
体
制
で
す
。
骨
折
を
経
験
し
た
患

者
は
再
骨
折
リ
ス
ク
が
２
〜
３
倍
に
跳
ね
上
が
る
（
6
）

た
め
、
急
性
期
病
院
か
ら
在
宅
・
介
護
領
域
へ
と
切
れ
目

の
な
い
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
、

骨
折
患
者
に
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し
つ
つ
骨
粗
鬆
症
治
療
を

早
期
に
開
始
し
、
退
院
後
も
継
続
管
理
す
る
「
骨
折
リ

エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
F
L
S
）」
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
国
内
外
で
F
L
S
の
有
効
性
を
示
す
エ
ビ
デ
ン
ス

が
蓄
積
さ
れ
、
日
本
で
も
2
0
1
9
年
に
関
連
学
会
か
ら

「
二
次
骨
折
予
防
の
た
め
の
F
L
S
ク
リ
ニ
カ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
2
0
2
2
年
度

の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
F
L
S
に
沿
っ
た
骨
粗
鬆
症
継

続
管
理
を
評
価
す
る
新
た
な
加
算
（
二
次
性
骨
折
予
防

継
続
管
理
料
）
が
新
設
さ
れ
、
急
性
期
か
ら
維
持
期
ま

で
切
れ
目
な
い
骨
粗
鬆
症
治
療
を
行
っ
た
医
療
機
関
が
評

価
さ
れ
る
仕
組
み
が
整
い
ま
し
た
。
例
え
ば
大
腿
骨
近
位

部
骨
折
の
患
者
に
対
し
、
骨
折
手
術
の
入
院
中
か
ら
骨

密
度
評
価
と
治
療
を
開
始
し
、
退
院
後
も
1
年
間
継
続

管
理
し
た
場
合
に
加
算
が
算
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
医
療

保
険
制
度
を
通
じ
て
二
次
骨
折
予
防
を
後
押
し
す
る
施

策
で
あ
り
、
保
険
者
と
し
て
も
地
域
の
医
療
機
関
の
連
携

と
加
算
算
定
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
継
続
治
療
の
促
進
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
骨
粗
鬆
症
対
策
に
は
予
防
・
検
診
・

治
療
・
再
骨
折
防
止
ま
で
網
羅
し
た
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ

が
不
可
欠
で
す
。
単
一の
施
策
で
は
な
く
、
多
方
面
か
ら

リ
ス
ク
に
働
き
か
け
る
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

初
め
て
効
果
的
に
骨
折
に
よ
る
要
介
護
状
態
の
予
防
が
実

現
で
き
る
と
言
え
ま
す
。

　
骨
粗
鬆
症
対
策
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
に
は
、

地
域
に
お
い
て
住
民
に
と
っ
て
身
近
な
保
険
者
の
役
割
が
重

要
で
す
。
各
保
険
者
は
、
被
保
険
者
の
健
康
デ
ー
タ
を
活

用
し
て
ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
把
握
し
、
適
切
な
介
入
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
実
際
に
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
は
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
先
進
的
な
取
組
み
が
始
ま
って
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
あ
る
自
治
体
で
は
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
を
対
象
に
、
過
去
に
骨
折
歴
が
あ
り
現
在
骨
粗
鬆
症

の
治
療
を
受
け
て
い
な
い
高
齢
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
医

療
機
関
への
受
診
を
勧
め
る
通
知
を
郵
送
す
る
試
み
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
通
知
を
受
け
取
っ
た
対
象
者
の
約

23
・
3
％
が
実
際
に
医
療
機
関
を
受
診
し
、
骨
粗
鬆
症
の

検
査
や
治
療
に
繋
が
っ
た
と
報
告
（
7
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
適
切
な
情
報
提
供
と
働
き
か
け
に
よ
っ
て
治

療
の
き
っ
か
け
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
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加
え
て
、
保
険
者
は
被
保
険
者
向
け
の
広
報
誌
や
健

康
教
室
等
を
通
じ
て
骨
粗
鬆
症
予
防
の
知
識
普
及
に
も

努
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
食
生
活
に
お
け
る
カ

ル
シ
ウ
ム
・
ビ
タ
ミ
ン
D
の
十
分
な
摂
取
や
、
開
眼
片
脚

立
ち
・
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
の
自
宅
で
で
き
る
運
動
器
の
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
践
を
促
す
情
報
提
供
は
、
住
民
の

骨
健
康
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に
寄
与
す
る
で
し
ょ
う
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
も
含
め
、
保
険
者
に
は
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

の
手
法
と
地
域
資
源
を
活
用
し
、⑴
骨
粗
鬆
症
検
診
の

受
診
勧
奨
、⑵
検
診
結
果
に
基
づ
く
精
密
検
査
や
治
療
へ

の
フ
ォ
ロ
ー
、⑶
ハ
イ
リ
ス
ク
者
へ
の
検
査
受
診
勧
奨
、⑷

骨
折
患
者
へ
の
継
続
治
療
と
リ
ハ
ビ
リ
支
援
、
と
い
う
一

連
の
流
れ
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
そ
の
際
、
自
治
体
の
保
健
部
門
、
地
域
の
医
療

機
関
、
介
護
・
リ
ハ
専
門
職
と
も
連
携
し
、
多
職
種
・

多
機
関
協
働
で
包
括
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

は
じ
め
に

　
骨
粗
鬆
症
は
「
生
活
習
慣
病
」
と
し
て

　
対
策
す
る
時
代

な
ぜ
、
今
骨
粗
鬆
症
対
策
が
求
め
ら
れ
る
の
か

高
ま
る
骨
粗
鬆
症
対
策
へ
の
機
運

　
国
と
保
険
者
の
動
向

（
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検
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， 
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骨
粗
鬆
症
対
策
の
強
化
は
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命

の
延
伸
と
医
療
・
介
護
費
の
抑
制
と
い
う
二
つ
の
社

会
的
課
題
を
同
時
に
解
決
し
得
る
、
極
め
て
費
用
対

効
果
の
高
い
政
策
領
域
で
す
。
国
の
制
度
的
支
援
が

着
実
に
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
こ
そ
、
保
険
者
が
主

導
的
役
割
を
果
た
し
、
地
域
の
現
場
で
具
体
的
な
行

動
を
起
こ
す
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
第
一
に
、
検
診
受
診
率
の
底
上
げ
に
加
え
て
、

K
D
B
な
ど
の
保
険
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
ハ
イ
リ
ス
ク

未
治
療
者
を
科
学
的
に
抽
出
し
、
早
期
診
断
・
介
入

へ
と
つ
な
げ
る
仕
組
み
を
確
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
治
療
継
続
の
フ
ォ
ロ
ー
と
地
域
全

体
で
の
骨
折
予
防
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と
い
う
多
角

的
な
取
り
組
み
に
よ
り
骨
折
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
兵
庫
県
が
「
骨
折
多
発
県
」
か

ら
脱
却
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
デ
ー
タ
で

検
証
し
、
成
果
を
見
え
る
化
し
な
が
ら
改
善
サ
イ
ク

ル
を
回
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
骨
折
が

健
康
寿
命
を
脅
か
し
、
要
介
護
状
態
を
招
く
重
大
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
国
の
健
康
づ
く
り

施
策
で
も
骨
粗
鬆
症
対
策
が
重
視
さ
れ
始
め
、
各
保
険

者
に
お
い
て
も
対
策
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在

の
検
診
受
診
率
や
治
療
率
の
低
さ
を
踏
ま
え
、
骨
粗
鬆

症
対
策
の
重
要
性
と
包
括
的
な
支
援
策
の
必
要
性
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
は
加
齢
に
伴
う
疾
患
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
発
症
や
進
行
に
は
生
活
習
慣
が
大
き
く
関
与
す
る

こ
と
か
ら
、
W
H
O
お
よ
び
生
活
習
慣
病
予
防
協
会
で

は
「
生
活
習
慣
病
」
の一つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
実
際
、
食
事
や
運
動
と
い
っ
た
日
々
の
生
活
習
慣

に
よ
っ
て
若
年
期
の
最
大
骨
量
（
ピ
ー
ク
骨
量
）
が
左
右

さ
れ
、
ピ
ー
ク
時
の
骨
量
が
高
い
ほ
ど
中
高
年
以
降
の

骨
粗
鬆
症
発
症
リ
ス
ク
は
低
減
し
ま
す
。一方
で
、
骨
粗

鬆
症
は
高
血
圧
や
糖
尿
病
と
同
様
に
自
覚
症
状
な
く
進

行
し
、
骨
折
と
い
う
形
で
突
然
臨
床
問
題
化
す
る
「
サ

イ
レ
ン
ト
・
デ
ィ
ジ
ー
ズ
（
静
か
な
病
）」
で
す
。
こ
の

た
め
早
期
発
見
・一
次
予
防
の
重
要
性
は
他
の
生
活
習

慣
病
以
上
に
高
く
、
ハ
イ
リ
ス
ク
者
へ
の
確
実
な
骨
密
度

検
診
の
提
供
や
生
活
習
慣
の
見
直
し
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

ま
た
要
介
護
の
主
因
の一つ
で
あ
る
骨
折
を
防
ぐ
こ
と
は
、

高
齢
者
の
自
立
を
守
り
健
康
寿
命
を
延
ば
す
う
え
で
不

可
欠
で
す
。 

　

生
活
習
慣
病
と
し
て
骨
粗
鬆
症
を
捉
え
る
も
う一つ
の

理
由
は
、
糖
尿
病
や
慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）
な
ど
他

の
生
活
習
慣
病
と
の
密
接
な
関
連
で
す
。
糖
尿
病
や

C
K
D
を
持
つ
患
者
で
は
骨
代
謝
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

現
象
（
例
え
ば
糖
尿
病
で
あ
れ
ば
慢
性
的
な
酸
化
ス
ト

レ
ス
亢
進
や
骨
質
の
低
下
）
が
起
こ
り
、
骨
密
度
以
上

に
骨
質
が
劣
化
し
て
骨
が
脆
く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
の
2
型
糖

尿
病
や
ス
テ
ー
ジ
G
3
以
上
の
C
K
D
は
骨
粗
鬆
症
を

招
く
代
表
的
な
原
因
疾
患
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
骨
粗
鬆
症
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
こ
う
し
た
「
生

活
習
慣
病
関
連
骨
粗
鬆
症
」
の
存
在
が
強
調
さ
れ
て
い

ま
す
（
1
）。
生
活
習
慣
病
に
起
因
す
る
骨
粗
鬆
症
で

は
骨
密
度
に
比
し
て
骨
折
リ
ス
ク
が
高
い
骨
質
劣
化
型

が
多
く
み
ら
れ
る
た
め
、
既
往
骨
折
の
有
無
や
脆
弱
性

骨
折
の
リ
ス
ク
に
応
じ
た
予
防
介
入
が
特
に
重
要
で
す
。

「
骨
粗
鬆
症
の
予
防
と
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
2
0
1
5
年

版
」
で
は
、
脆
弱
性
骨
折
歴
が
あ
る
場
合
は
骨
密
度
値

に
か
か
わ
ら
ず
骨
粗
鬆
症
と
診
断
し
治
療
介
入
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
骨
折
が
な
く
と
も
若
年
成
人
平
均

（
Y
A
M
）
の
80
％
未
満
に
骨
密
度
が
低
下
し
て
い
れ
ば

治
療
開
始
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
提
言
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
生
活
習
慣
や
疾
患
、
治
療
等
に
起
因
す
る
骨
密
度
・

骨
質
低
下
を
見
逃
さ
ず
、「
折
れ
る
前
」
の
ハ
イ
リ
ス
ク

段
階
か
ら
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
の
意
義
を
示
す
も

の
で
す
。

　
日
本
は
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
大

腿
骨
頚
部
骨
折
や
脊
椎
圧
迫
骨
折
と
い
っ
た
脆
弱
性
骨
折

が
急
増
し
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
骨
折
に
よ
り

寝
た
き
り
や
要
介
護
状
態
に
至
る
高
齢
者
も
多
く
、
健

康
寿
命
の
延
伸
を
妨
げ
る
要
因
の一つ
で
す
。
実
際
、
全

国
の
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
の
発
生
数
は
1
9
8
7
年
か

ら
年
々
増
加
し
、
直
近
の
2
0
1
7
年
に
は
約
19
万
3
千

人
と
1
9
8
7
年
の
3
・
6
倍
に
達
し
ま
し
た
。
骨
粗

鬆
症
患
者
は
全
国
で
約
1
，5
9
0
万
人
と
推
計
さ
れ
ま

す
（
2
）
が
、
自
覚
症
状
が
乏
し
く
気
づ
か
れ
に
く
い
た

め
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
。
兵
庫
県
下
で
も
骨
粗
鬆
症
と
診

断
さ
れ
た
患
者
の
う
ち
治
療
を
受
け
て
い
る
人
は
国
保
世

代
で
2
割
を
下
回
る
と
も
報
告
（
3
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
未
治
療
・
未
対
策
の
人
々
が
多
い
現
状
に
お
い

て
、
兵
庫
県
の
骨
折
発
生
の
頻
度
は
全
国
で
最
も
高
い
と

報
告
（
4
）
さ
れ
て
お
り
、「
骨
折
多
発
県
」
と
も
い
え

る
兵
庫
県
で
は
骨
折
予
防
の
取
り
組
み
を
抜
本
的
に
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
近
年
、
骨
粗
鬆
症
対
策
の
重
要
性
が
国
レ
ベ
ル
で
も
認

識
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
が
2
0
2
4
年
か

ら
開
始
し
た
健
康
づ
く
り
運
動
「
健
康
日
本
21
（
第
三

次
）」で
は
、新
た
に
骨
粗
鬆
症
が
重
点
項
目
に
加
え
ら
れ
、

骨
粗
鬆
症
検
診
の
受
診
率
向
上
が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
具
体
的
指
標
と
し
て
、
現
在
わ
ず
か
約
5
％

に
留
ま
っ
て
い
る
骨
粗
鬆
症
検
診
の
受
診
率
を
、

2
0
3
2
年
ま
で
に
15
％
へ
と
3
倍
に
引
き
上
げ
る
目
標

値
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
目
標
は
、
骨
粗
鬆
症
対
策

の
遅
れ
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
す
る
国
の
決
意
を
示
す

も
の
で
す
。
ま
た
、
骨
粗
鬆
症
検
診
の
普
及
促
進
は
「
女

性
の
健
康
」
の一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
毎
年
開
催

さ
れ
る
女
性
の
健
康
週
間
な
ど
を
通
じ
て
啓
発
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
兵
庫
県
は
国
保
世
代
か
ら
は
じ

め
る
骨
折
・
骨
粗
鬆
症
予
防
事
業
を
実
施
し
、
神
戸
大

学
（
著
者
の
所
属
す
る
研
究
室
）
に
よ
る
K
D
B
デ
ー
タ

分
析
や
モ
デ
ル
事
業
支
援
を
通
じ
て
、
自
治
体
の
骨
粗
鬆

症
予
防
と
二
次
骨
折
予
防
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
厚
労
省
の
先
進
的
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
選
ば
れ
る

な
ど
、
全
国
的
に
評
価
さ
れ
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
自
治

体
の
健
康
事
業
や
保
険
者
の
重
症
化
予
防
対
策
へ
の
さ
ら

な
る
展
開
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
各
保
険
者
（
医
療
保
険
者
）
が
策
定
す
る
第

3
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
2
0
2
4
〜
）
で
も
、
骨
粗

鬆
症
対
策
が
重
視
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
国
民
健

康
保
険
で
は
、
被
保
険
者
の
健
康
課
題
分
析
に
お
い
て
運

動
器
の
障
害
予
防
の
観
点
か
ら
骨
粗
鬆
症
に
注
目
し
、

骨
粗
鬆
症
検
診
の
実
施
や
治
療
中
断
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
新
規
事
業
に
組
み
込
む
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
も
、
各
県
の
保
健

事
業
実
施
計
画
に
骨
粗
鬆
症
対
策
を
追
加
し
、
高
齢
者

の
骨
折
予
防
に
向
け
た
取
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
国
か
ら
保
険
者
レ
ベ
ル
ま
で一貫
し
た
動
向
か
ら
、

骨
粗
鬆
症
対
策
へ
の
機
運
が
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　
骨
粗
鬆
症
は
「
サ
イ
レ
ン
ト
・
デ
ィ
ジ
ー
ズ
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
自
覚
症
状
が
乏
し
く
、
転
倒
や
軽
微
な
外

力
で
起
こ
る
骨
折
を
機
に
初
め
て
見
つ
か
る
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
を
契

機
に
要
介
護
状
態
へ
移
行
す
る
高
齢
者
は
多
く
、
介
護
・

医
療
費
の
急
増
や
生
活
の
質
（
Q
O
L
）
低
下
を
招
く

点
で
、 

超
高
齢
社
会
の
日
本
に
と
っ
て
看
過
で
き
な
い
課

題
で
す
。
し
た
が
っ
て
、一
次
予
防
か
ら
二
次
骨
折
予
防

（
再
骨
折
防
止
）
ま
で
、
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
仕
組
み

を
地
域
に
根
付
か
せ
る
こ
と
が
急
務
と
言
え
ま
す
。
以

下
で
は
、
そ
の
要
件
を
四
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
整
理
し
な
が

ら
述
べ
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、一次
予
防
、す
な
わ
ち
「
骨
を
弱
ら
せ
な
い
」

生
活
習
慣
づ
く
り
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
D
や
カ
ル
シ
ウ
ム
を

十
分
に
含
む
食
事
、
骨
や
筋
肉
に
適
度
な
刺
激
を
与
え

る
運
動
、
そ
し
て
住
環
境
の
整
備
を
通
じ
た
転
倒
予
防

が
基
本
的
な
柱
に
な
り
ま
す
。
栄
養
・
運
動
指
導
は
各

地
の
健
康
教
室
や
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連
動
さ

せ
、
体
験
型
で
継
続
し
や
す
い
仕
掛
け
に
す
る
こ
と
が
鍵

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
住
宅
の
段
差
解
消
や
手

す
り
設
置
な
ど
、
転
ば
な
い
環
境
整
備
を
行
政
支
援
と

結
び
付
け
る
と
効
果
的
で
す
。

　
2
つ
目
は
、
早
期
発
見
で
す
。
骨
密
度
の
低
下
は
加
齢

と
と
も
に
不
可
避
で
す
が
、
検
診
で
把
握
す
れ
ば
「
折
れ

る
前
」
に
対
応
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
現
在
、
骨
粗
鬆
症

検
診
の
受
診
率
は
全
国
平
均
で
5
％
程
度
と
低
迷
し
て
お

り
、
都
道
府
県
の
間
に
は
ゼ
ロ
に
近
い
地
域
か
ら
１
割
台

半
ば
ま
で
47
倍
も
の
開
き
が
あ
る
と
の
報
告
も
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
検
診
受
診
率
が
低
い
地
域
ほ
ど
大
腿
骨
骨
折

の
発
生
率
が
高
く
、
要
介
護
に
な
る
人
も
多
い
傾
向
が
明

ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
受
診
機
会
の
提
供
と
受
診
勧
奨
の

徹
底
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
3
つ
目
は
、
適
切
な
医
療
介
入
で
す
。
検
診
等
で
ハ
イ

リ
ス
ク
と
判
定
さ
れ
た
人
が
医
療
機
関
で
精
密
検
査
や
薬

物
療
法
を
受
け
る
ま
で
に
は
、
意
外
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
が

あ
り
ま
す
。
実
際
に
、
リ
ス
ク
が
高
い
状
態
に
あ
っ
て
も

検
査
・
治
療
に
結
び
つ
か
な
い
ケ
ー
ス
が
K
D
B
デ
ー
タ

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
骨

密
度
低
下
に
関
連
す
る
疾
患
や
薬
剤
は
多
岐
に
及
び
、
慢

性
疾
患
の
併
存
や
多
剤
投
与
が
絡
む
と
、
か
か
り
つ
け
医

が
骨
粗
鬆
症
リ
ス
ク
を
把
握
し
切
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
の
報
告
で
は
、
併
存
疾
患
や
投
薬

情
報
か
ら
骨
粗
鬆
症
ハ
イ
リ
ス
ク
を
予
測
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
（
5
）。
効
率
的
な
医

療
介
入
を
支
援
す
る
に
は
、
保
険
者
に
は
レ
セ
プ
ト
デ
ー

タ
等
か
ら
骨
密
度
低
下
や
骨
折
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
把
握

し
、
医
療
機
関
と
患
者
と
の
橋
渡
し
す
る
仕
組
み
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
4
つ
目
が
二
次
骨
折
予
防
、
つ
ま
り
「一
度
折
れ
た
ら

二
度
と
折
ら
せ
な
い
」
体
制
で
す
。
骨
折
を
経
験
し
た
患

者
は
再
骨
折
リ
ス
ク
が
２
〜
３
倍
に
跳
ね
上
が
る
（
6
）

た
め
、
急
性
期
病
院
か
ら
在
宅
・
介
護
領
域
へ
と
切
れ
目

の
な
い
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
、

骨
折
患
者
に
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し
つ
つ
骨
粗
鬆
症
治
療
を

早
期
に
開
始
し
、
退
院
後
も
継
続
管
理
す
る
「
骨
折
リ

エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
F
L
S
）」
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
国
内
外
で
F
L
S
の
有
効
性
を
示
す
エ
ビ
デ
ン
ス

が
蓄
積
さ
れ
、
日
本
で
も
2
0
1
9
年
に
関
連
学
会
か
ら

「
二
次
骨
折
予
防
の
た
め
の
F
L
S
ク
リ
ニ
カ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
2
0
2
2
年
度

の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
F
L
S
に
沿
っ
た
骨
粗
鬆
症
継

続
管
理
を
評
価
す
る
新
た
な
加
算
（
二
次
性
骨
折
予
防

継
続
管
理
料
）
が
新
設
さ
れ
、
急
性
期
か
ら
維
持
期
ま

で
切
れ
目
な
い
骨
粗
鬆
症
治
療
を
行
っ
た
医
療
機
関
が
評

価
さ
れ
る
仕
組
み
が
整
い
ま
し
た
。
例
え
ば
大
腿
骨
近
位

部
骨
折
の
患
者
に
対
し
、
骨
折
手
術
の
入
院
中
か
ら
骨

密
度
評
価
と
治
療
を
開
始
し
、
退
院
後
も
1
年
間
継
続

管
理
し
た
場
合
に
加
算
が
算
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
医
療

保
険
制
度
を
通
じ
て
二
次
骨
折
予
防
を
後
押
し
す
る
施

策
で
あ
り
、
保
険
者
と
し
て
も
地
域
の
医
療
機
関
の
連
携

と
加
算
算
定
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
継
続
治
療
の
促
進
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
骨
粗
鬆
症
対
策
に
は
予
防
・
検
診
・

治
療
・
再
骨
折
防
止
ま
で
網
羅
し
た
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ

が
不
可
欠
で
す
。
単
一の
施
策
で
は
な
く
、
多
方
面
か
ら

リ
ス
ク
に
働
き
か
け
る
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

初
め
て
効
果
的
に
骨
折
に
よ
る
要
介
護
状
態
の
予
防
が
実

現
で
き
る
と
言
え
ま
す
。

　
骨
粗
鬆
症
対
策
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
に
は
、

地
域
に
お
い
て
住
民
に
と
っ
て
身
近
な
保
険
者
の
役
割
が
重

要
で
す
。
各
保
険
者
は
、
被
保
険
者
の
健
康
デ
ー
タ
を
活

用
し
て
ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
把
握
し
、
適
切
な
介
入
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
実
際
に
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
は
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
先
進
的
な
取
組
み
が
始
ま
って
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
あ
る
自
治
体
で
は
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
を
対
象
に
、
過
去
に
骨
折
歴
が
あ
り
現
在
骨
粗
鬆
症

の
治
療
を
受
け
て
い
な
い
高
齢
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
医

療
機
関
への
受
診
を
勧
め
る
通
知
を
郵
送
す
る
試
み
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
通
知
を
受
け
取
っ
た
対
象
者
の
約

23
・
3
％
が
実
際
に
医
療
機
関
を
受
診
し
、
骨
粗
鬆
症
の

検
査
や
治
療
に
繋
が
っ
た
と
報
告
（
7
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
適
切
な
情
報
提
供
と
働
き
か
け
に
よ
っ
て
治

療
の
き
っ
か
け
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
加
え
て
、
保
険
者
は
被
保
険
者
向
け
の
広
報
誌
や
健

康
教
室
等
を
通
じ
て
骨
粗
鬆
症
予
防
の
知
識
普
及
に
も

努
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
食
生
活
に
お
け
る
カ

ル
シ
ウ
ム
・
ビ
タ
ミ
ン
D
の
十
分
な
摂
取
や
、
開
眼
片
脚

立
ち
・
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
の
自
宅
で
で
き
る
運
動
器
の
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
践
を
促
す
情
報
提
供
は
、
住
民
の

骨
健
康
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に
寄
与
す
る
で
し
ょ
う
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
も
含
め
、
保
険
者
に
は
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

の
手
法
と
地
域
資
源
を
活
用
し
、⑴
骨
粗
鬆
症
検
診
の

受
診
勧
奨
、⑵
検
診
結
果
に
基
づ
く
精
密
検
査
や
治
療
へ

の
フ
ォ
ロ
ー
、⑶
ハ
イ
リ
ス
ク
者
へ
の
検
査
受
診
勧
奨
、⑷

骨
折
患
者
へ
の
継
続
治
療
と
リ
ハ
ビ
リ
支
援
、
と
い
う
一

連
の
流
れ
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
そ
の
際
、
自
治
体
の
保
健
部
門
、
地
域
の
医
療

機
関
、
介
護
・
リ
ハ
専
門
職
と
も
連
携
し
、
多
職
種
・

多
機
関
協
働
で
包
括
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

検
診
か
ら
治
療
ま
で

　
多
角
的
支
援
の
必
要
性

保
険
者
に
よ
る
多
角
的
支
援
の
展
開
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骨
粗
鬆
症
対
策
の
強
化
は
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命

の
延
伸
と
医
療
・
介
護
費
の
抑
制
と
い
う
二
つ
の
社

会
的
課
題
を
同
時
に
解
決
し
得
る
、
極
め
て
費
用
対

効
果
の
高
い
政
策
領
域
で
す
。
国
の
制
度
的
支
援
が

着
実
に
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
こ
そ
、
保
険
者
が
主

導
的
役
割
を
果
た
し
、
地
域
の
現
場
で
具
体
的
な
行

動
を
起
こ
す
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
第
一
に
、
検
診
受
診
率
の
底
上
げ
に
加
え
て
、

K
D
B
な
ど
の
保
険
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
ハ
イ
リ
ス
ク

未
治
療
者
を
科
学
的
に
抽
出
し
、
早
期
診
断
・
介
入

へ
と
つ
な
げ
る
仕
組
み
を
確
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
治
療
継
続
の
フ
ォ
ロ
ー
と
地
域
全

体
で
の
骨
折
予
防
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と
い
う
多
角

的
な
取
り
組
み
に
よ
り
骨
折
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
兵
庫
県
が
「
骨
折
多
発
県
」
か

ら
脱
却
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
デ
ー
タ
で

検
証
し
、
成
果
を
見
え
る
化
し
な
が
ら
改
善
サ
イ
ク

ル
を
回
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
骨
折
が

健
康
寿
命
を
脅
か
し
、
要
介
護
状
態
を
招
く
重
大
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
国
の
健
康
づ
く
り

施
策
で
も
骨
粗
鬆
症
対
策
が
重
視
さ
れ
始
め
、
各
保
険

者
に
お
い
て
も
対
策
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在

の
検
診
受
診
率
や
治
療
率
の
低
さ
を
踏
ま
え
、
骨
粗
鬆

症
対
策
の
重
要
性
と
包
括
的
な
支
援
策
の
必
要
性
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
は
加
齢
に
伴
う
疾
患
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
発
症
や
進
行
に
は
生
活
習
慣
が
大
き
く
関
与
す
る

こ
と
か
ら
、
W
H
O
お
よ
び
生
活
習
慣
病
予
防
協
会
で

は
「
生
活
習
慣
病
」
の一つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
実
際
、
食
事
や
運
動
と
い
っ
た
日
々
の
生
活
習
慣

に
よ
っ
て
若
年
期
の
最
大
骨
量
（
ピ
ー
ク
骨
量
）
が
左
右

さ
れ
、
ピ
ー
ク
時
の
骨
量
が
高
い
ほ
ど
中
高
年
以
降
の

骨
粗
鬆
症
発
症
リ
ス
ク
は
低
減
し
ま
す
。一方
で
、
骨
粗

鬆
症
は
高
血
圧
や
糖
尿
病
と
同
様
に
自
覚
症
状
な
く
進

行
し
、
骨
折
と
い
う
形
で
突
然
臨
床
問
題
化
す
る
「
サ

イ
レ
ン
ト
・
デ
ィ
ジ
ー
ズ
（
静
か
な
病
）」
で
す
。
こ
の

た
め
早
期
発
見
・一
次
予
防
の
重
要
性
は
他
の
生
活
習

慣
病
以
上
に
高
く
、
ハ
イ
リ
ス
ク
者
へ
の
確
実
な
骨
密
度

検
診
の
提
供
や
生
活
習
慣
の
見
直
し
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

ま
た
要
介
護
の
主
因
の一つ
で
あ
る
骨
折
を
防
ぐ
こ
と
は
、

高
齢
者
の
自
立
を
守
り
健
康
寿
命
を
延
ば
す
う
え
で
不

可
欠
で
す
。 

　

生
活
習
慣
病
と
し
て
骨
粗
鬆
症
を
捉
え
る
も
う一つ
の

理
由
は
、
糖
尿
病
や
慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）
な
ど
他

の
生
活
習
慣
病
と
の
密
接
な
関
連
で
す
。
糖
尿
病
や

C
K
D
を
持
つ
患
者
で
は
骨
代
謝
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

現
象
（
例
え
ば
糖
尿
病
で
あ
れ
ば
慢
性
的
な
酸
化
ス
ト

レ
ス
亢
進
や
骨
質
の
低
下
）
が
起
こ
り
、
骨
密
度
以
上

に
骨
質
が
劣
化
し
て
骨
が
脆
く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
の
2
型
糖

尿
病
や
ス
テ
ー
ジ
G
3
以
上
の
C
K
D
は
骨
粗
鬆
症
を

招
く
代
表
的
な
原
因
疾
患
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
骨
粗
鬆
症
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
こ
う
し
た
「
生

活
習
慣
病
関
連
骨
粗
鬆
症
」
の
存
在
が
強
調
さ
れ
て
い

ま
す
（
1
）。
生
活
習
慣
病
に
起
因
す
る
骨
粗
鬆
症
で

は
骨
密
度
に
比
し
て
骨
折
リ
ス
ク
が
高
い
骨
質
劣
化
型

が
多
く
み
ら
れ
る
た
め
、
既
往
骨
折
の
有
無
や
脆
弱
性

骨
折
の
リ
ス
ク
に
応
じ
た
予
防
介
入
が
特
に
重
要
で
す
。

「
骨
粗
鬆
症
の
予
防
と
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
2
0
1
5
年

版
」
で
は
、
脆
弱
性
骨
折
歴
が
あ
る
場
合
は
骨
密
度
値

に
か
か
わ
ら
ず
骨
粗
鬆
症
と
診
断
し
治
療
介
入
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
骨
折
が
な
く
と
も
若
年
成
人
平
均

（
Y
A
M
）
の
80
％
未
満
に
骨
密
度
が
低
下
し
て
い
れ
ば

治
療
開
始
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
提
言
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
生
活
習
慣
や
疾
患
、
治
療
等
に
起
因
す
る
骨
密
度
・

骨
質
低
下
を
見
逃
さ
ず
、「
折
れ
る
前
」
の
ハ
イ
リ
ス
ク

段
階
か
ら
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
の
意
義
を
示
す
も

の
で
す
。

　
日
本
は
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
大

腿
骨
頚
部
骨
折
や
脊
椎
圧
迫
骨
折
と
い
っ
た
脆
弱
性
骨
折

が
急
増
し
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
骨
折
に
よ
り

寝
た
き
り
や
要
介
護
状
態
に
至
る
高
齢
者
も
多
く
、
健

康
寿
命
の
延
伸
を
妨
げ
る
要
因
の一つ
で
す
。
実
際
、
全

国
の
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
の
発
生
数
は
1
9
8
7
年
か

ら
年
々
増
加
し
、
直
近
の
2
0
1
7
年
に
は
約
19
万
3
千

人
と
1
9
8
7
年
の
3
・
6
倍
に
達
し
ま
し
た
。
骨
粗

鬆
症
患
者
は
全
国
で
約
1
，5
9
0
万
人
と
推
計
さ
れ
ま

す
（
2
）
が
、
自
覚
症
状
が
乏
し
く
気
づ
か
れ
に
く
い
た

め
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
。
兵
庫
県
下
で
も
骨
粗
鬆
症
と
診

断
さ
れ
た
患
者
の
う
ち
治
療
を
受
け
て
い
る
人
は
国
保
世

代
で
2
割
を
下
回
る
と
も
報
告
（
3
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
未
治
療
・
未
対
策
の
人
々
が
多
い
現
状
に
お
い

て
、
兵
庫
県
の
骨
折
発
生
の
頻
度
は
全
国
で
最
も
高
い
と

報
告
（
4
）
さ
れ
て
お
り
、「
骨
折
多
発
県
」
と
も
い
え

る
兵
庫
県
で
は
骨
折
予
防
の
取
り
組
み
を
抜
本
的
に
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
近
年
、
骨
粗
鬆
症
対
策
の
重
要
性
が
国
レ
ベ
ル
で
も
認

識
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
が
2
0
2
4
年
か

ら
開
始
し
た
健
康
づ
く
り
運
動
「
健
康
日
本
21
（
第
三

次
）」で
は
、新
た
に
骨
粗
鬆
症
が
重
点
項
目
に
加
え
ら
れ
、

骨
粗
鬆
症
検
診
の
受
診
率
向
上
が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
具
体
的
指
標
と
し
て
、
現
在
わ
ず
か
約
5
％

に
留
ま
っ
て
い
る
骨
粗
鬆
症
検
診
の
受
診
率
を
、

2
0
3
2
年
ま
で
に
15
％
へ
と
3
倍
に
引
き
上
げ
る
目
標

値
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
目
標
は
、
骨
粗
鬆
症
対
策

の
遅
れ
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
す
る
国
の
決
意
を
示
す

も
の
で
す
。
ま
た
、
骨
粗
鬆
症
検
診
の
普
及
促
進
は
「
女

性
の
健
康
」
の一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
毎
年
開
催

さ
れ
る
女
性
の
健
康
週
間
な
ど
を
通
じ
て
啓
発
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
兵
庫
県
は
国
保
世
代
か
ら
は
じ

め
る
骨
折
・
骨
粗
鬆
症
予
防
事
業
を
実
施
し
、
神
戸
大

学
（
著
者
の
所
属
す
る
研
究
室
）
に
よ
る
K
D
B
デ
ー
タ

分
析
や
モ
デ
ル
事
業
支
援
を
通
じ
て
、
自
治
体
の
骨
粗
鬆

症
予
防
と
二
次
骨
折
予
防
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
厚
労
省
の
先
進
的
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
選
ば
れ
る

な
ど
、
全
国
的
に
評
価
さ
れ
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
自
治

体
の
健
康
事
業
や
保
険
者
の
重
症
化
予
防
対
策
へ
の
さ
ら

な
る
展
開
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
各
保
険
者
（
医
療
保
険
者
）
が
策
定
す
る
第

3
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
2
0
2
4
〜
）
で
も
、
骨
粗

鬆
症
対
策
が
重
視
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
国
民
健

康
保
険
で
は
、
被
保
険
者
の
健
康
課
題
分
析
に
お
い
て
運

動
器
の
障
害
予
防
の
観
点
か
ら
骨
粗
鬆
症
に
注
目
し
、

骨
粗
鬆
症
検
診
の
実
施
や
治
療
中
断
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
新
規
事
業
に
組
み
込
む
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
も
、
各
県
の
保
健

事
業
実
施
計
画
に
骨
粗
鬆
症
対
策
を
追
加
し
、
高
齢
者

の
骨
折
予
防
に
向
け
た
取
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
国
か
ら
保
険
者
レ
ベ
ル
ま
で一貫
し
た
動
向
か
ら
、

骨
粗
鬆
症
対
策
へ
の
機
運
が
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　
骨
粗
鬆
症
は
「
サ
イ
レ
ン
ト
・
デ
ィ
ジ
ー
ズ
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
自
覚
症
状
が
乏
し
く
、
転
倒
や
軽
微
な
外

力
で
起
こ
る
骨
折
を
機
に
初
め
て
見
つ
か
る
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
を
契

機
に
要
介
護
状
態
へ
移
行
す
る
高
齢
者
は
多
く
、
介
護
・

医
療
費
の
急
増
や
生
活
の
質
（
Q
O
L
）
低
下
を
招
く

点
で
、 

超
高
齢
社
会
の
日
本
に
と
っ
て
看
過
で
き
な
い
課

題
で
す
。
し
た
が
っ
て
、一
次
予
防
か
ら
二
次
骨
折
予
防

（
再
骨
折
防
止
）
ま
で
、
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
仕
組
み

を
地
域
に
根
付
か
せ
る
こ
と
が
急
務
と
言
え
ま
す
。
以

下
で
は
、
そ
の
要
件
を
四
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
整
理
し
な
が

ら
述
べ
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、一次
予
防
、す
な
わ
ち
「
骨
を
弱
ら
せ
な
い
」

生
活
習
慣
づ
く
り
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
D
や
カ
ル
シ
ウ
ム
を

十
分
に
含
む
食
事
、
骨
や
筋
肉
に
適
度
な
刺
激
を
与
え

る
運
動
、
そ
し
て
住
環
境
の
整
備
を
通
じ
た
転
倒
予
防

が
基
本
的
な
柱
に
な
り
ま
す
。
栄
養
・
運
動
指
導
は
各

地
の
健
康
教
室
や
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連
動
さ

せ
、
体
験
型
で
継
続
し
や
す
い
仕
掛
け
に
す
る
こ
と
が
鍵

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
住
宅
の
段
差
解
消
や
手

す
り
設
置
な
ど
、
転
ば
な
い
環
境
整
備
を
行
政
支
援
と

結
び
付
け
る
と
効
果
的
で
す
。

　
2
つ
目
は
、
早
期
発
見
で
す
。
骨
密
度
の
低
下
は
加
齢

と
と
も
に
不
可
避
で
す
が
、
検
診
で
把
握
す
れ
ば
「
折
れ

る
前
」
に
対
応
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
現
在
、
骨
粗
鬆
症

検
診
の
受
診
率
は
全
国
平
均
で
5
％
程
度
と
低
迷
し
て
お

り
、
都
道
府
県
の
間
に
は
ゼ
ロ
に
近
い
地
域
か
ら
１
割
台

半
ば
ま
で
47
倍
も
の
開
き
が
あ
る
と
の
報
告
も
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
検
診
受
診
率
が
低
い
地
域
ほ
ど
大
腿
骨
骨
折

の
発
生
率
が
高
く
、
要
介
護
に
な
る
人
も
多
い
傾
向
が
明

ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
受
診
機
会
の
提
供
と
受
診
勧
奨
の

徹
底
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
3
つ
目
は
、
適
切
な
医
療
介
入
で
す
。
検
診
等
で
ハ
イ

リ
ス
ク
と
判
定
さ
れ
た
人
が
医
療
機
関
で
精
密
検
査
や
薬

物
療
法
を
受
け
る
ま
で
に
は
、
意
外
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
が

あ
り
ま
す
。
実
際
に
、
リ
ス
ク
が
高
い
状
態
に
あ
っ
て
も

検
査
・
治
療
に
結
び
つ
か
な
い
ケ
ー
ス
が
K
D
B
デ
ー
タ

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
骨

密
度
低
下
に
関
連
す
る
疾
患
や
薬
剤
は
多
岐
に
及
び
、
慢

性
疾
患
の
併
存
や
多
剤
投
与
が
絡
む
と
、
か
か
り
つ
け
医

が
骨
粗
鬆
症
リ
ス
ク
を
把
握
し
切
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
の
報
告
で
は
、
併
存
疾
患
や
投
薬

情
報
か
ら
骨
粗
鬆
症
ハ
イ
リ
ス
ク
を
予
測
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
（
5
）。
効
率
的
な
医

療
介
入
を
支
援
す
る
に
は
、
保
険
者
に
は
レ
セ
プ
ト
デ
ー

タ
等
か
ら
骨
密
度
低
下
や
骨
折
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
把
握

し
、
医
療
機
関
と
患
者
と
の
橋
渡
し
す
る
仕
組
み
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
4
つ
目
が
二
次
骨
折
予
防
、
つ
ま
り
「一
度
折
れ
た
ら

二
度
と
折
ら
せ
な
い
」
体
制
で
す
。
骨
折
を
経
験
し
た
患

者
は
再
骨
折
リ
ス
ク
が
２
〜
３
倍
に
跳
ね
上
が
る
（
6
）

た
め
、
急
性
期
病
院
か
ら
在
宅
・
介
護
領
域
へ
と
切
れ
目

の
な
い
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
、

骨
折
患
者
に
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し
つ
つ
骨
粗
鬆
症
治
療
を

早
期
に
開
始
し
、
退
院
後
も
継
続
管
理
す
る
「
骨
折
リ

エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
F
L
S
）」
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
国
内
外
で
F
L
S
の
有
効
性
を
示
す
エ
ビ
デ
ン
ス

が
蓄
積
さ
れ
、
日
本
で
も
2
0
1
9
年
に
関
連
学
会
か
ら

「
二
次
骨
折
予
防
の
た
め
の
F
L
S
ク
リ
ニ
カ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
2
0
2
2
年
度

の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
F
L
S
に
沿
っ
た
骨
粗
鬆
症
継

続
管
理
を
評
価
す
る
新
た
な
加
算
（
二
次
性
骨
折
予
防

継
続
管
理
料
）
が
新
設
さ
れ
、
急
性
期
か
ら
維
持
期
ま

で
切
れ
目
な
い
骨
粗
鬆
症
治
療
を
行
っ
た
医
療
機
関
が
評

価
さ
れ
る
仕
組
み
が
整
い
ま
し
た
。
例
え
ば
大
腿
骨
近
位

部
骨
折
の
患
者
に
対
し
、
骨
折
手
術
の
入
院
中
か
ら
骨

密
度
評
価
と
治
療
を
開
始
し
、
退
院
後
も
1
年
間
継
続

管
理
し
た
場
合
に
加
算
が
算
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
医
療

保
険
制
度
を
通
じ
て
二
次
骨
折
予
防
を
後
押
し
す
る
施

策
で
あ
り
、
保
険
者
と
し
て
も
地
域
の
医
療
機
関
の
連
携

と
加
算
算
定
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
継
続
治
療
の
促
進
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
骨
粗
鬆
症
対
策
に
は
予
防
・
検
診
・

治
療
・
再
骨
折
防
止
ま
で
網
羅
し
た
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ

が
不
可
欠
で
す
。
単
一の
施
策
で
は
な
く
、
多
方
面
か
ら

リ
ス
ク
に
働
き
か
け
る
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

初
め
て
効
果
的
に
骨
折
に
よ
る
要
介
護
状
態
の
予
防
が
実

現
で
き
る
と
言
え
ま
す
。

　
骨
粗
鬆
症
対
策
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
に
は
、

地
域
に
お
い
て
住
民
に
と
っ
て
身
近
な
保
険
者
の
役
割
が
重

要
で
す
。
各
保
険
者
は
、
被
保
険
者
の
健
康
デ
ー
タ
を
活

用
し
て
ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
把
握
し
、
適
切
な
介
入
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
実
際
に
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
は
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
先
進
的
な
取
組
み
が
始
ま
って
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
あ
る
自
治
体
で
は
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
を
対
象
に
、
過
去
に
骨
折
歴
が
あ
り
現
在
骨
粗
鬆
症

の
治
療
を
受
け
て
い
な
い
高
齢
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
医

療
機
関
への
受
診
を
勧
め
る
通
知
を
郵
送
す
る
試
み
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
通
知
を
受
け
取
っ
た
対
象
者
の
約

23
・
3
％
が
実
際
に
医
療
機
関
を
受
診
し
、
骨
粗
鬆
症
の

検
査
や
治
療
に
繋
が
っ
た
と
報
告
（
7
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
適
切
な
情
報
提
供
と
働
き
か
け
に
よ
っ
て
治

療
の
き
っ
か
け
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
加
え
て
、
保
険
者
は
被
保
険
者
向
け
の
広
報
誌
や
健

康
教
室
等
を
通
じ
て
骨
粗
鬆
症
予
防
の
知
識
普
及
に
も

努
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
食
生
活
に
お
け
る
カ

ル
シ
ウ
ム
・
ビ
タ
ミ
ン
D
の
十
分
な
摂
取
や
、
開
眼
片
脚

立
ち
・
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
の
自
宅
で
で
き
る
運
動
器
の
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
践
を
促
す
情
報
提
供
は
、
住
民
の

骨
健
康
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に
寄
与
す
る
で
し
ょ
う
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
も
含
め
、
保
険
者
に
は
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

の
手
法
と
地
域
資
源
を
活
用
し
、⑴
骨
粗
鬆
症
検
診
の

受
診
勧
奨
、⑵
検
診
結
果
に
基
づ
く
精
密
検
査
や
治
療
へ

の
フ
ォ
ロ
ー
、⑶
ハ
イ
リ
ス
ク
者
へ
の
検
査
受
診
勧
奨
、⑷

骨
折
患
者
へ
の
継
続
治
療
と
リ
ハ
ビ
リ
支
援
、
と
い
う
一

連
の
流
れ
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
そ
の
際
、
自
治
体
の
保
健
部
門
、
地
域
の
医
療

機
関
、
介
護
・
リ
ハ
専
門
職
と
も
連
携
し
、
多
職
種
・

多
機
関
協
働
で
包
括
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

お
わ
り
に

　
「
骨
折
多
発
県
」
か
ら
の
脱
却
に
向
け
て
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